
 日本映画放送株式会社 第 46番組審議会議事録 

 

１．開催年月日 ：平成 27年 7月 21日（火）15時～16時 

 

２．開催場所  ：東京都千代田区有楽町 1－1－3 東京宝塚ビル 15階 

日本映画放送株式会社 ボーディングルーム 

 

３．委員の出席：委員総数 8名 ／ 出席委員数 7名 

出席委員(順不同、敬称略)：菊地 実・鈴木 嘉一・川本 三郎・坂井 保之・ 

曽根 和子・鳥居 美砂・西 正 

欠席委員（敬称略）    ：田保橋 淳 

放送事業者側出席者：取締役                  佐藤 信彦 

編成局長                   宮川 朋之 

編成制作部長                             澤  尚志 

編成制作部                               槌谷 昭人 

番審担当                                 堤  靖芳 

清水  明 (記) 

 

４．議題（１）審議事項 

日本映画専門チャンネル 6･13 映画『海街diary』公開記念特集「監督･ 

是枝裕和 と 海街 4姉妹」 と、 オリジナル番組「映画『海街diary』が 

生まれるまで」について 

（２）報告事項 

・時代劇専門チャンネル、「時代劇専門チャンネル夏祭り」について 

・日本映画専門チャンネル、2015年 7月 新編成 について 

 

５．議題（１）概要 

日本映画専門チャンネルでは、映画『海街diary』の企画段階から注目し、撮影現場には

チャンネル独自のメイキング班が密着、公開 6か月前から是枝監督作品を編成した。今回

の審議対象は、その長期密着した映画のメイキング番組と 6月の特集編成である。 

【審議 POINT】 

■映画専門チャンネルとして、視聴者の興味に応え、満足を与える番組となっているか。 

■番組は、特集編成の核となり、チャンネルに貢献しているか。 

■この特集全体が、映画ファンにとって意義があり、関心を惹くものになっているか。 



６．議題（１）審議内容 

・本日欠席の委員からコメントをいただいたので、要点を紹介する。「下手なメイキング 

は単なる番宣に終わるが、本番組は立派なオリジナル作品となる可能性を感じさせる」 

・演出の手の内を明かしていて、１ファンとして大変興味深かった。若い演出家の教材に 

なりそう。成瀬巳喜男監督の『めし』の一部を引用し、是枝監督が目指した演出法を説 

明したのは、日本映画専門チャンネルだからできたことで評価したい。 

・一般的にメイキングは面白いものだが、この番組は被写体の是枝監督が魅力的。監督は 

演出が細やかで、俳優に対して場面での心情を丁寧に説明していた。こだわりの人物を 

斜めに配置する画作りの解説など、大変楽しく視聴した。 

・メイキング番組は番宣でしかないと思っていたが、今回の番組は単なる番宣を越えた密 

度と内容があり、れっきとしたオリジナル番組。DVDの特典映像にならないのが驚きだ。 

・ショーというものは、楽屋を出すのは禁じ手だ。圧倒的におもしろいが、見終った後に 

バラシ過ぎていると気になった。 

・メイキングはネタバラシになるから良くないという考え方も確かにあるが、この番組は 

時代の要請に従いつつ、魅力的な良作だった。 

・メイキング番組は俳優に焦点が当たっているイメージが強かったが、今回の番組は監督 

の考えや作り方を１時間かけてじっくり見せられ、感心した。もっと気軽に見られる時 

間帯の放送でもよかったのではないか。 

・評価の高い監督のメイキングを収録したことは、20 年後 30 年後になっても意味がある。 

今後もずっとこうした番組を作り続けて欲しい。 

 

＜事業者回答＞ 

・是枝作品に捨てられた子供たちを描いた『誰も知らない』があるが、『海街Diary』も 

実は同じテーマである。ひとつのテーマを追い続ける作家性を紹介したかった。メイキ 

ング番組を作る際には「楽屋ネタを表に出すのがいいことなのか？」という点が気にな 

るが、今回は映像作家、是枝裕和に絞ってメイキングを作り、地上波ではできない専門 

チャンネルならではの深い内容になったと思う。 

 

７．議題（２）報告事項 

【時代劇専門チャンネル】 

7月 19日に有楽町駅前広場でイベント『時代劇専門チャンネル夏祭り』を行い、生中継

した。会場にはイベントブース、スポンサーを集めた出店などを展開したほか、ニッポン

放送とサイマル放送を行った。昨年巣鴨商店街でのイベントでは暑さで体調を崩したお客

様がいたので、今年は生中継のメインブースを交通会館のホールに設置し、室内で行った。 



【日本映画専門チャンネル】 

7月に番組改編を行った。目玉企画は 2大シナリオライターの倉本聰と山田太一が脚本を

手掛けた名作ドラマを、当時と同じ時間に放映する編成。平日昼間にドラマのベルト編成

も開始した。映画では、看板番組「日曜邦画劇場」も 15年ぶりにリニューアルした。東

映チャンネルとの共同企画「傑作任侠劇場」と「蔵出し名画座」も復活。新企画ではスキ

ャンダラスな近作を紹介する「月イチ衝撃作」などが開始となった。 

 

８. 連絡事項：次回番組審議委員会は、2015年９月 15日(火)15時より開催。 


